











Statistical Observation of Crowns and Bridges in Matsumoto Dental College in 1977
HARUHISA ITOH TOSHIYUKI TAKEUCHI MASAHIDE TOMATSURI ATSUSHI NAGATA
IYOHKO MISAWA KIYOHIKO IWASAKI YOSHIKAZU ISHIHARA AKIHIKO OTOGURO

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































34　　　4 1 1 40昭　52（31．78）　（3．74）　（0．93）　（0．93）　（37．38）
20歳代 8　　　4 2 14昭　49（16．67）（8．33）（4．17） （29．17）
31　　　4 35昭　52（28．97）（3．74） （32．71）
30歳代 10　　　1 3 14昭　49（20．83）（2．08）（6．25） （29．17）
12　　　1 1 14昭　52（11．21）（0．93） （0．93）（13．08）
40歳代 5　　　1 6昭　49（10．42）（2．08） （12．50）
7 1 2 10
．昭　52（6．54） （0．93）（1．87）（9．35）
50歳代 4　　　2 4 10昭　49（8．33）（4．17）（8．33） （20．83）









90　　　10 3 4 107昭　52（84．11）　（9．35）　（2．80）　（3．74）　（100．00）













20歳代 9　　　5 14昭49（18．75）（10．42） （29．17）
32　　　3 35昭52（2g．91）（2．80） （32．71）
30歳代 11　　　3 14昭49（22．92）（6．25） （29．17）
12　　　1　　　1 14昭52（11．21）（0．93）（0．93） （13．08）
40歳代 5　　　1 6昭49（10．42）（2．08） （12．50）
8　　　1　　　　　　1 10昭52（7．48）　（0．93）　　　　　　　（0．93） （9．35）











































部位 旦 幽 8－6 6－8坐 再 縮 8－66－8帝 帯年代 調査年



































































































































































































































































査年 20才未満 20才代 30才代 40才代50才代 60才代 70才代80才以上 計
生活歯
昭52 　4i1．75） 　52i22．81）　47i20．61）　19i8．33）　20i8．77） 　5i2．19） 　4i1．75） 　151i66．23）
昭49 　4i3．70） 　19i17．59）　19i17．59）　7i6．48）　12i11．11） 　61i56．48）
失活歯
昭52 　34i14．91）　24i10．53）　10i4．39）　4i1．75） 　5i2．19） 　77i33．77）
昭49 　4i3．70） 　12i11．11）　13q12．04）　5i4．63）　13i12．04） 　47i43．52）
計
昭52 　4i1．75） 　86i37，72）　71i31．14）　29i12．72）　24i10．53） 　10i4，39） 　4i1．75） 　228i100．00）





















































































































































種　　　　調査年 20歳未満20歳代 30歳代 40歳代50歳代 60歳代 70歳代 80歳以上計
類
全部鋳造冠
昭52　4i1．75） 　71i31．14）　51i22．37）　19i8．33） 　13i5．70） 　7i3．07） 　4i1．75） 　169i74．12）
昭49　8i7．41）　19i17．59）　20i18．51）　7i6．48）　20i18．51） 　74i68．52）
前装冠
昭52 　13i5．70） 　8i3．51） 　8i3．51） 　5i2．19） 　3iL31） 　37i16．23）





昭52 　5i2．19） 　2i0．88） 　3i1．32） 　1i0．44） 　11i4．82）
昭49 　4i3．70） 　4i3．70）
陶材溶着鋳造冠















昭49 　1i0．93） 　1i0．93） 　2i1．85）
一部被覆冠
昭52 　2i0．88） 　10i4．39） 　2i0．88） 　6i2．63） 　20i8．77）
昭49 　5i4．63） 　6i5．56） 　2i1．85） 　4i3．70） 　17i15．74）
計














種　　　　　　調査年 男 女 計
類
昭52　82i35．96）　87i38．16）　169i74．12）
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































30歳代 昭52 （ 　6S．92） （
　3
Q．46）
　　7
i5．74）
　　16
i13．11）
　　1
i0．82）
　　7
i5．74）
　　14
i11．48）
　　22
i18．03）
　　38
i31．15）
昭49 （
　5
W．06） （
　3
S．84）
　　4
i6．45）
　　12
i19．35）
　　2
i3．23）（
　3
S．84）
　　5
i8．06）
　　17
i27．42）
40歳代 昭52 （
　2
P，64） （
　3
Q，46）
　　3
i2．46）
　　8
i6．56）
　　3
i2．46）
　　1
i0．82）（
　5
S，10）
　　9
i7．38）
　　17
i13．93）
昭49 （
　1
P．61） （
　2
R．23）
　　1
i1．61）
　　4
i6．45） （
　3
S．84）
　　3
i4．84）
　　7
i11．29）
50歳代 昭52 （
　4
R，28） （
　3
Q．46）
　　5
i4．10）
　　12
i9．84）
　　1
i0．82）
　　1
i0．82）
　　2
i1．64）
　　14
i11．48）
昭49 （
　3
S．84）
　　3
i4．84）
　　6
i9．68）
　　3
i4．84）（
　6
X．68）
　　　9
i14．52）
　　15
i24．19）
60歳代 昭52 （
　1
O．82） （
　2
P．64）
　　3
i2．46） （
　2
P．64）
　　2
i1．64）
　　5
i4．10）
昭49
70歳代 昭52
　　2
i1．64）
　　2
i1．64）
　　2
i1．64）
昭49
80歳以上昭52
昭49
計 昭52
　　18
i14．75）
　　17
i13．93）
　　25
i20．49）
　　60
i49．18）
　　5
i4．10）
　　11
i9．02）
　　46
i37．70）
　　62
i50．82）
　　122
i100．00）
昭49 　　10i16．13）
　　14
i22．58）
　　10
i16．13）
　　34
i54．84）
　　7
i11．29）
　　21
i33．87）
　　28
i45．16）
　　62
i100．00）
（）　％
昭52：昭和52年
昭49：昭和49年
松本歯学　11（1，2）　1985
かった．
　前回の調査14）と傾向は同じであったが，上，下顎
とも大臼歯部の架工歯数の装着率の増加をみた．
これは，前回の装着数が少数であったためのもの
と思われるが，小森らの昭和48年1°），同53年2）の調
査で両顎とも大臼歯部に装着された架工歯が多
く，なかでも下顎大臼歯は，それぞれ約33％，約
35％を数えたとしていることから考えると，本調
査における約37％はうなづけるものである．
結 論
　松本歯科大学病院補綴診療科で製作，装着した
単独冠および架工義歯について装着頻度の調査を
行ない，昭和49年1力年間の成績と比較し，以下
の結果を得た．
　1，患老数は318人，その男女比は，ほぼ1：1
で全体の約9割は，20歳代から50歳代までに入り，
全患老の57％強が塩尻市内在住者であった．
　2，装着総数は，単独冠514個，架工義歯107装
置で，単独冠および架工義歯支台装置はともに下
顎小臼歯部に，また架工歯は下顎大臼歯部に最も
多く装着された．
　3，最も多かった支台装置は，全部鋳造冠で単
独冠，架工義歯とも7割強を占めた．また単独冠
支台歯の約4／5は失活歯で，架工義歯支台歯の約
2／3は生活歯であった．
　4，単独冠支台築造体の約9割，架工義歯支台
歯支台築造体の約3／4がキャストコアーであっ
た．
　5，架工義歯全体の84％強は3ユニットであり，
90％弱は架工歯数が1個であった．
　6，昭和49年の調査結果に比べると，
　　1）患者数が約2．7倍，装着数が単独冠で約2．2
倍，架工義歯で約2．3倍増えた．
　　2）単独冠で継続歯の減少と，レジンジャケッ
ト冠の増加および架工義歯支台装置としての陶材
溶着鋳造冠の増加と，一部被覆冠の装着率減少が
著しかった．
　　3）ユニット数3，架工歯数1の架工義歯の装
着率の増加が著しかった．
　　4）単独冠支台歯では失活歯，そして架工義歯
支台歯では，生活歯の割合がさらに増加した．
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